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お題
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“荷物の送料を計算するコード”

次の条件1～5に基づいてコードを作成せよ
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プロダクトコード 
の作成

 7



プロジェクトの作成

• プロジェクト名やパッケージ名も忠実に従ってください 

自分勝手にプロジェクトを作成しない 

統一性が無くなればトラブルが発生する原因となる
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コードの生成
• Javaの書き方に従ってコードを記述してください 

インデントなどにも注意して, わかりやすいコードを記
述することに努める 

• privateとpublicも使い分けてください 

計算式はprivateでも構わないと思いますが, 数値など
他のプロジェクトで使われるとまずいものはprivateに
してください
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コードについて
• 模範解答に当たるコードは以下のURLからダウンロード
することも可能です. 答え合わせに使ってください 

http://www.seshop.com/book/download/ 

ISBNを聞かれますので, 「978-4-7981-1463-7」
と入力してください 

• 以降のテストコードにつきましても, 圧縮ファイルに含ま
れていますので, ご覧になってください
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しばらく理論を 
お話します
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テストケース作成 
の進め方
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単体テスト
• まずテスト実行前状態を作り, そ
の上で入力をテスト対象に与えて
実行させる 

• その結果, テスト対象はテスト実行
後状態を作り, 出力を返す 

• 最後に, これらの出力とテスト実
行後状態があらかじめ設計書から
計算した期待する出力と期待する
テスト実行後状態と一致している
かを比較・検証する
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テストケース
• テストケース作成と技法
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技法 
ブラックボックステスト 
ホワイトバックステスト

設計書

ソースコード
テストケース



テストケースの作成手順
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テストケースを作成 
するための技法
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ブラックボックステスト

• ある入力に対してどのような出力があったかという点にの
み注目してテストケースを作成する 

テストケース網羅手法 

同値分割法 

境界値分析法
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同値分割法
•仕様からデータを意味のあるグループに分類し, 各グループから代表値を選
ぶ 

同じ意味を持つデータばかりに偏ったテストケースになることが避けら
れる 

その結果効率よくテストが実施できる 

• 例：int型を入力として成人であるかをチェックするようなメソッド 

引数の値が０以上２０未満を「未成年」２０以上を「成年」と判断する 

代表値を効率よく選ぶにはどうすれば良いか？
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代表値の選び方
•「代表値を６つ選べ」という状況である場合 

• 良い例 
年齢として無効：-10,  -5 

未成年： 5,  10 

成年： 25,  30 

• 悪い例 
年齢として無効： なし 

未成年：1,  2,  3,  4,  5 

成年： 25
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無効になるデータが全くないのはまずい



境界値分析法
• 同値分割を行なった後に, 同値クラス間の境界値をテスト
データとして選ぶ手法 

境界値はソースコードの細かいミスを発見しやすい
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if   (x > 20) { 
 /// 
}

if   (x >= 20) { 
 /// 
}

誤った条件文正しい条件文

xに２５や５０など, ２０から離れた値を入れてもこのバグは検出できない



境界値の選び方
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-1 20190

年齢として無効 
0未満

未成年 
0以上20未満

成年 
20以上

「年齢として無効」と「未成年」の 
境界値は-1と0

「未成年」と「成年」の 
境界値は19と20



ホワイトボックステスト
• ブラックボックスだけでは確認できない「仕様として決め
ていないのに勝手にプログラミングしてしまっている処理
ロジック」が確認できる 

制御構造に注目して, その処理ロジックを確認する 

• 単体テストでは, 特にソースコードに対するカバレッジと
して, 「コードカバレッジ」を利用する 

• もっともよく使われるのは「制御パステスト」
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コードカバレッジ
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命令網羅C0
テストにより実行された命令文の割合。ソースコード内のすべての命令を1回以上実行すると命令

網羅100％となる。

分岐網羅C1
テストにより実行された分岐の割合。ソースコード内のすべての分岐に対して、真と偽となるパタ

ーンを１回以上実行すると分岐網羅100％となる。

条件網羅C2
テストにより実行された条件の割合。ソースコード内のすべての条件に対して、真と偽となるパタ

ーンを１回以上実行すると条件網羅100％となる。

複合条件網羅
C2

テストにより実行された条件の組み合わせの割合。ソースコード内の各分岐におけるすべての条件
に対して、真と偽のすべての組み合わせパターンを１回以上実行すると複合条件網羅100％となる


